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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月15日(2018.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子と、信号処理部とを備える撮像装置であって、
　前記撮像素子は、画素信号を各々が出力する複数の画素を各々が備える第１の画素群と
第２の画素群とを有し、前記第２の画素群の前記複数の画素が出力する前記画素信号が含
む解像度情報は前記第１の画素群の前記複数の画素が出力する前記画素信号が含む解像度
情報よりも少なく、
　前記信号処理部は、前記第２の画素群から出力された第２の画素信号をフレーム間処理
によって重み付け加算するとともに、第１の画素信号のフレーム間の差分に基づいて前記
重み付け加算における各フレームの重み付けを変更することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　撮像素子と、信号処理部とを備える撮像装置であって、
　前記撮像素子は、それぞれが光電変換部を有する第１の画素および第２の画素を備え、
　前記第１の画素は、前記光電変換部において白に対応した光に基づき第１の画素信号を
出力可能に構成され、
　前記第２の画素は、前記光電変換部において緑、青、および赤のいずれかに対応する光
に基づき第２の画素信号を出力可能に構成され、
　前記第１の画素は、第１フレーム、第２フレームのそれぞれにおいて、前記第１の画素
信号を出力し、
　前記第２の画素は、前記第１フレーム、前記第２フレームのそれぞれにおいて、前記第
２の画素信号を出力し、
　前記信号処理部は、前記第１フレームの前記第１の画素信号と前記第２フレームの前記
第１の画素信号との加算である第１のフレーム間処理、および、前記第１フレームの前記
第２の画素信号と前記第２フレームの前記第２の画素信号の加算である第２のフレーム間
処理とを実行し、
　前記信号処理部は、前記第１フレームの前記第１の画素信号と前記第２フレームの前記
第１の画素信号との差に基づいて、前記第２のフレーム間処理を、前記第１フレームの前
記第２の画素信号と前記第２フレームの前記第２の画素信号の重み付けを変更して行うこ
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とを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　撮像素子と、信号処理部とを備える撮像装置であって、
　前記撮像素子は、それぞれが光電変換部を有する第１の画素および第２の画素を備え、
　前記第１の画素は、前記光電変換部において白に対応した光に基づき第１の画素信号を
出力可能に構成され、
　前記第２の画素は、前記光電変換部においてシアン、マゼンダ、およびイエローのいず
れかに対応する光に基づき第２の画素信号を出力可能に構成され、
　前記第１の画素は、第１フレームおよび第２フレームのそれぞれにおいて、前記第１の
画素信号を出力し、
　前記第２の画素は、前記第１フレームおよび前記第２フレームのそれぞれにおいて、前
記第２の画素信号を出力し、
　前記信号処理部は、前記第１フレームの前記第１の画素信号と前記第２フレームの前記
第１の画素信号との加算である第１のフレーム間処理、および、前記第１フレームの前記
第２の画素信号と前記第２フレームの前記第２の画素信号の加算である第２のフレーム間
処理とを実行し、
　前記信号処理部は、前記第１フレームの前記第１の画素信号と前記第２フレームの前記
第１の画素信号との差に基づいて、前記第２のフレーム間処理を、前記第１フレームの前
記第２の画素信号と前記第２フレームの前記第２の画素信号の重み付けを変更して行うこ
とを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　前記第１の画素信号のフレーム間の差分と閾値とを比較した結果を示す判定信号を出力
する判定処理部をさらに有し、前記信号処理部は、前記判定信号の信号値に基づいて、各
フレームの重み付けを変更することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の撮
像装置。
【請求項５】
　前記判定処理部は、フレーム間処理がなされる前記第２の画素信号よりも多い前記第１
の画素信号の平均値を算出し、前記平均値のフレーム間の差分に基づき、前記判定信号を
生成することを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記信号処理部は、前記第１の画素信号のフレーム間の差分が大きくなるに従い、前記
第２の画素信号の現在のフレームの重み付けに対して他のフレームの重み付けを相対的に
小さくすることを特徴とする請求項４または５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記平均値の算出の対象となる前記第１の画素は、前記フレーム間処理の対象となる前
記第２の画素の周囲の前記第１の画素であることを特徴とする請求項５に記載の撮像装置
。
【請求項８】
　前記判定処理部は、第２の画素の位置において補間した前記第１の画素信号と、前記第
２の画素信号との比の情報のフレーム間の差分に基づき、前記判定信号を生成することを
特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記信号処理部は、前記比の情報のフレーム間の差分が大きくなるに従い、前記第２の
画素信号の現在のフレームの重み付けに対して他のフレームの重み付けを相対的に小さく
することを特徴とする請求項８に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記判定処理部は、前記第１の画素信号の複数フレームを用いて動きベクトルを算出し
、前記判定信号の出力を行うことを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記信号処理部は、前記動きベクトルの絶対値が大きくなるに従い、前記第２の画素信
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号の現在のフレームの重み付けに対して他のフレームの重み付けを相対的に小さくするこ
とを特徴とする請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記第１の画素信号と、前記フレーム間処理がなされた前記第２の画素信号を合成する
ことにより、各画素をＲ、Ｇ、Ｂの各値で表した画像信号を生成する信号合成部をさらに
備えることを特徴とする請求項１、４～１１のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　前記フレーム間処理は、移動平均であることを特徴とする請求項１～１２のいずれか１
項に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記フレーム間処理は、巡回型フィルタによって行われることを特徴とする請求項１～
１２のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記フレーム間処理は、非巡回型フィルタによって行われることを特徴とする請求項１
～１２のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　前記フレーム間処理は、メディアンフィルタによって行われることを特徴とする請求項
１～１２のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１７】
　前記第１の画素群は、前記第２の画素群よりも輝度への寄与度が高いことを特徴とする
請求項１、４～１６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１８】
　前記第２の画素群は、分光感度が異なる２種以上の画素から構成されることを特徴とす
る請求項１、４～１７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１９】
　前記第１の画素群は、Ｗ画素から構成されることを特徴とする請求項１、４～１８のい
ずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項２０】
　前記第２の画素群は、Ｒ画素、Ｇ画素、Ｂ画素から構成されることを特徴とする請求項
１、４～１９のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項２１】
　前記第２の画素群は、Ｃ画素、Ｍ画素、Ｙ画素から構成されることを特徴とする請求項
１、４～１９のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項２２】
　前記第１の画素群の画素数は、前記第２の画素群の画素数より多いことを特徴とする請
求項１、４～２１のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項２３】
　前記第２の画素が、第１の画素に囲まれていることを特徴とする請求項１～２２のいず
れか１項に記載の撮像装置。
【請求項２４】
　前記第２の画素群における分光感度の異なる画素の画素数が異なることを特徴とする請
求項１、４～２３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項２５】
　請求項１～２４のいずれかの撮像装置と、前記撮像装置が出力する信号を処理する出力
信号処理部と、
　を有することを特徴とする撮像システム。
【請求項２６】
　撮像素子と、信号処理部とを備える撮像装置が出力する画素信号を処理する画像処理方
法であって、
　前記撮像素子は、前記画素信号を各々が出力する複数の画素を各々が備える第１の画素
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群と第２の画素群とを有し、前記第２の画素群の前記複数の画素が出力する前記画素信号
が含む解像度情報は前記第１の画素群の前記複数の画素が出力する前記画素信号が含む解
像度情報よりも少なく、
　前記画像処理方法は、前記第２の画素群から出力された第２の画素信号をフレーム間処
理によって重み付け加算するとともに、第１の画素信号のフレーム間の差分に基づいて前
記重み付け加算における各フレームの重み付けを変更することを特徴とする画像処理方法
。
【請求項２７】
　画素信号を各々が出力する複数の画素を各々が備える第１の画素群と第２の画素群と、
信号処理部とを有する撮像素子であって、
　前記第２の画素群の前記複数の画素が出力する前記画素信号が含む解像度情報は前記第
１の画素群の前記複数の画素が出力する前記画素信号が含む解像度情報よりも少なく、
　前記信号処理部は、前記第２の画素群から出力された第２の画素信号をフレーム間処理
によって重み付け加算するとともに、第１の画素信号のフレーム間の差分に基づいて前記
重み付け加算における各フレームの重み付けを変更することを特徴とする撮像素子。
【請求項２８】
　第１の半導体基板に前記第１の画素群と前記第２の画素群とが形成され、
　第２の半導体基板に前記信号処理部が形成され、
　前記第１の半導体基板と前記第２の半導体基板とが積層されていることを特徴とする請
求項２７に記載の撮像素子。
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